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(要旨) 単語を文字呈示した場合と音声呈示した場合の 2 種の値を持つ約 5 万語の単語

心像性データベースを刊行した。心像性は単語の感覚･運動覚的イメージの想起

のしやすさを表し，単語の意味に関連する指標として有用である。複数の意味

をもつ多義語などについては選択肢を用いて評定時の意味を特定した。これら

の多義語などに対する選択肢別の頻度や心像性は多義語心像性データベースに

まとめた。両データベースの概要を述べ，その特徴と利用法について概説する。 
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1. はじめに 

人の語彙は数万語とも推定されている1,2。この

語彙の大きさに対し，通常の実験や検査で扱う単

語は少数である。限られた単語数で言語処理の

特性や障害の特徴を捉えるためには，目的の要

因を操作し，目的外の要因が混入しない単語リス

トが必要となる。言語研究において多数の単語属

性を統制する理由の一つはここにある。 

我々は，単語の意味に関連した単語属性資料

を得るため，文字呈示と音声呈示の２つの呈示

モードにより約 5 万語の心像性評定実験を行い3,4，

心像性データベースを構築した5。心像性データ

ベースは単語心像性データベースと多義語心像

性データベースからなる。両者の構築方法の概

略を述べ，２つのデータベースの特徴およびその

利用法について解説する。 
 

2. 心像性とは 

心像性とは単語の感覚的･運動覚的イメージの

想起のしやすさのことである。「りんご」や｢テニス｣

のイメージに比べ，「はやり」や｢プラス｣のイメージ

は想起しにくい。一般に，具象語の方がイメージ

の想起は容易である。りんごの色，形，重さ，感触，

味，香り，食べるときの音などはりんごのイメージと

して想起されやすい。これらはりんごの意味の構

成要素とも言える。心像性は単語の意味に深く関

連した指標である。 

 

3. 心像性データベースの構築 

3.1 構築方針 

 心像性データベースの構築にあたり，以下の 4

つの課題を設定し，構築方針を定めた。 

1）大規模化 日本語の複数の表記や多数の品

詞を含む大規模な心像性資料を得るため，対象

語として名詞，動詞，形容詞，副詞などの内容語

で単語親密度 4 以上を基本とする約 5 万語を選

定した。同じ基準の評定値を得るため，一人が対

象語すべてを評定する方法を採用した。 

2）２つの呈示モード 従来心像性は文字呈示で

のみ調べられてきたが，呈示モードの影響を調べ

るため，文字呈示と音声呈示の 2 種を採用した。

音声呈示には単語親密度評定実験6に用いた音

声ファイルを使用した（対象語は約 4 万語）。 

3）多義語の意味の区別 同音語（例，/カゼ/）や

同字異音語（例，「一味」），同字同音異義語（例，

/サクラ/）など複数の意味をもつ多義語に関して

は，あらかじめ意味を尋ねる選択肢を用意して評

定時の意味を特定した。そして，最も多くの人が

想起する第 1 意味を基に文字と音声のデータを

組み合わせてデータベースを構築した。 

4）品詞情報の参照 本データベースシリーズの

品詞データベース6を参照できるよう，シリーズ共

通のID番号を付与した。複数の品詞が対応して

いる単語（例，｛余り｝は名詞と副詞）に対しては，

第 1 意味に該当する共通ID番号を付与した。 

3.2.構築過程の概要 

心像性データベースの構築過程は図 1 の 3 つ

の過程からなる。第１過程では文字単語 48,714

語（同一語の異表記を含む）とそれらの 4,073 語

に対する延べ10,632 項目の選択肢を用いて心像

性評定実験を行い，文字単語心像性データセッ

トを構築した。文字単語の選択肢の選択頻度と選

択肢別心像性の集計結果を基に多義語心像性

データベース(文字単語版)を構築した。 

第２過程では音声単語 39,447 語（同一語の異

アクセント型を含む）とそれらの 8,330 語に対する
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延べ 24,376 項目の選択肢を用いて心像性評定

実験を行い，音声単語心像性データセットを構築

した。音声単語の選択肢の集計結果を基に多義

語心像性データベース(音声単語版)を構築した。 

第３過程ではこれらの心像性データセットにシ

リーズ全体の共通ID番号6,7を付与して，共通ID番

号を基にデータベースを統合した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 単語心像性データベースと多義語心像性データベース

の構築過程の概略図 

 

4. 心像性データベースの内容 

単語心像性データベースには 54,220 項目に

対する 23 フィールドの情報がある。表 1 に各

フィールドの名称を示す。54,220 項目のうち，文

字単語心像性は 52,830 項目に，音声単語心像

性は 44,052 項目に，両者は 42,662 項目に記載さ

れた。 

多義語心像性データベース(文字単語版)には， 

表 2 に示す 9 フィールドの情報を，(音声単語版)

には表 3 に示す 11 フィールドの情報を集録した。 
 

表１ 単語心像性データベースの 23 フィールドの名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

表２ 多義語心像性データベース（文字単語版) 

の 9 フィールドの名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド番号 フィールド名

1 文字単語選択肢エントリー番号

2 文字単語番号

3 * 文字ID番号

4 * 文字刺激の表記

5 * 文字選択肢の順位

6 * 文字選択肢の選択人数

7 * 文字選択肢の心像性

8 * 読み#

9 * 文字選択肢

 

表３ 多義語心像性データベース（音声単語版) 

の 11 フィールドの名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5. 心像性データベースの利用上の注意点 

心像性効果を検討する際には，心像性と他の

単語属性間の相関関係を理解した上で心像性

データベースを利用する必要がある。たとえば，

心像性は単語頻度との相関が低く，単語親密度

との相関が高い。一方，親密度が高くなるにつれ

て心像性が分化し，親密度の高い語では心像性

の高い語(例，「牛乳」)から低い語(例，「経済」)ま

で広く分布する3。また，品詞によって心像性の分

布は異なり，親密度の高い範囲では名詞以外の

品詞に心像性の高い語が少ない4。本データベー

スの解説書5では，心像性と親密度6や単語頻度7,

文字頻度7など複数の単語属性を統制することに

よって心像性の独自の効果を導き出す研究例を

紹介している5。単語属性の特性を理解し，有効

なデータベースの利用が望まれる。 
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1. 文字単語心像性データセットの構築

心像性評定実験

文字単語48,714語

選択肢4,073語（延べ10,632項目）

3. 単語心像性データベースの構築

共通ID番号の付与

データセットの統合

｢単語心像性データベース」｢単語心像性データベース」

｢多義語心像性データベース」

（文字単語版）

｢多義語心像性データベース」

（文字単語版）

2. 音声単語心像性データセットの構築

心像性評定実験

音声単語39,447語

選択肢8,330語（延べ24,376項目）

フィールド番号 フィールド名

1 音声単語選択肢エントリー番号

2 音声単語番号

3 * 音声ID番号

4 * 音声刺激のカタカナ表記

5 音声ファイル名

6 * アクセント型

7 * 音声選択肢の順位

8 * 音声選択肢の選択人数

9 * 音声選択肢の心像性

10 * 表記#

11 * 音声選択肢

｢多義語心像性データベース」

（音声単語版）

｢多義語心像性データベース」

（音声単語版）

フィール
ド番号

印刷の
有無

フィールド名

1 心像性エントリー番号

2 * 共通ID番号

3 * 共通ID注釈

4 * 読み

5 * 表記

6 * アクセント型

7 * 文字単語評定人数

8 * 文字単語心像性

9 * 音声単語評定人数

10 * 音声単語心像性

11 * 選択肢の有無

12 文字単語と音声単語の第1意味異同の注釈

13 文字ID番号

14 文字刺激の表記

15 文字単語第1意味

16 文字単語第1意味の選択人数

17 文字単語第1意味の心像性

18 音声ID番号

19 音声刺激のカタカナ表記

20 音声単語第1意味

21 音声単語第1意味の選択人数

22 音声単語第1意味の心像性

23 音声ファイル名


